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v  (2) 
これを s から T  まで積分し次式を得る。 


























    (4) 
気候学的な平衡状態では、 (3) 式で、左辺
が無視され、次式を得る。  











 図 1は、温位面上で質量加重平均(MIM: 


















（45N, 850hPa）の温位 T =280Kを選ぶ。
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 図 3 は、非断熱冷却と加熱に伴う寒気の
生成（青）と消滅（赤）である。寒気はユ
ーラシア大陸上、北極海、北米北部などで















ス（hPa m secPa m sec-1）の地理分布。JRA-25
より求めた 1 月の 30 年平均値。 
    
 
図 3．寒気質量の生成と消滅（hPa day-1）。
JRA-25 より求めた 1 月の 30 年平均値。 
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 3.3 寒気のメインストリーム 

















 次に、 T を変えて流れを見る。図 5に標




















（hPa m sec-1）。JRA-25よる 1月の 30年平均値。 
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